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人
権
週
間
と
は

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
惨
な

戦
争
の
反
省
か
ら
、昭
和
23
（
１

９
４
８
）
年
12
月
10
日
、
第
３
回

国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
年

後
の
第
５
回
国
連
総
会
で
は
、

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

し
て
、
世
界
中
で
記
念
行
事
を

行
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
24

年
に
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

講
演
会
の
開
催
や
街
頭
啓
発
な

ど
の
啓
発
活
動
が
全
国
的
に
行

わ
れ
、
今
年
で
65
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

市
で
も
、
街
頭
啓
発
や
「
人

権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
行
い

ま
す
。

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

　
「
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し

い
ま
ち
柳
川
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
展
示
、
み
の
り
保
育
園
と

垂
見
保
育
園
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
１
日
（
日
）、
午

後
１
時
30
分
開
演
（
１
時
開
場
）

●
会
場　

水
の
郷
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
講
演
会　

▽
テ
ー
マ　

あ
な
た
に
会
え
て

よ
か
っ
た
（
じ
ん
け
ん
コ
ン

サ
ー
ト
）

▽
講
師　

う
～
み
さ
ん
（
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

　

う
～
み
さ
ん
は
、
北
海
道
函

館
市
出
身
。
幼
少
の
こ
ろ
歌
手
を

夢
見
て
い
た
が
、自
身
の
持
つ「
絶

対
音
感
」
に
よ
り
周
囲
と
溶
け
込

め
ず
、
音
楽
か
ら
離
れ
る
。

　

そ
の
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
世
界
に
没
頭
す
る
も
練
習
中

の
事
故
で
頚け

い
つ
い椎

を
損
傷
。
全
身

に
後
遺
症
が
残
る
。
生
き
る
希

望
を
失
い
か
け
た
と
き
、
友
人

の
一
声
で
再
び
音
楽
の
世
界
に

戻
り
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
音

楽
漬
け
の
生
活
を
送
る
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
自
分
が
心
身

と
も
に
回
復
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
。「
音
楽
の
魔
法
だ
！ 

恩

返
し
を
し
た
い
！ 

」
自
分
の
経

験
か
ら
「
命
の
大
切
さ
、
命
は

繋つ
な

が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
ラ
イ

ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
中
で
一

貫
し
て
訴
え
る
。
実
体
験
に
基

づ
く
ト
ー
ク
と
思
い
の
こ
も
っ

た
歌
は
聴
く
人
を
勇
気
付
け
る
。

街
頭
啓
発

　

市
長
を
は
じ
め
議
長
、
教
育

長
、
各
種
団
体
の
代
表
な
ど
が

「
人
権
を
尊
重
し
、
明
る
い
ま

ち
を
築
こ
う
」
と
市
民
に
呼
び

か
け
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

12
月
４
日

（
水
）

▽
午
前
７
時
～
＝
西
鉄
柳
川
駅

前
▽
午
後
３
時
50
分
～
＝
市
内

ス
ー
パ
ー
な
ど
３
か
所

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
人
権
・

同
和
教
育
推
進
室
（
三
橋
庁
舎
、

☎
77
・
８
８
４
２
）
ま
で
。

育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
人
権
意
識

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
人
権
週
間
で
す

講師のう～みさん

2 ～ 3 ページ
4 ～ 5 ページ

◆白秋祭関連、うまかもん試作品ほか

◆市職員給与、勤務条件報告ほか

◆市民のひろば (6-7)  ◆俳句 (7)  ◆情報わいど
(8-11)  ◆がんばったね (12-14)  ◆もちふみデ
ビュー (15)   ◆人権・同和教育シリーズ (16)
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実りの秋
脱穀体験に歓声
　垂見小学校の 3年生と 5年生の児童
52 人が 10 月 30 日、稲刈りと脱穀体
験をしました。毎年、食べ物を大切にす
る心を育てようと、地元農家の協力でも
ち米を栽培。この日は児童が刈り取った
稲を、足踏み式脱穀機と 2台の千歯こ
きで脱穀しました。千歯こきで脱穀を体
験した児童は「思ったよりも力がいる作
業だったけど楽しかった」と笑顔で話し
ました。
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　市ブランド推進協議会
は、柳川の新しい商品づ
くりを支援する「うまか
もんつくりぐっちょ」を
進めています。10月 22

日、市内の参加店舗が作った試作品についての相談会
を開催。今年は「イチジク」「海

の り

苔」「芝エビ」の 3つ
の特産品を使った商品づくりで、11店舗の趣向を凝ら
した 22の試作品が評価されました。

　相談会当日は、まず 3人のアドバイザーがイチジク
を使ったわらび餅や、海苔と湯葉が入ったピリ辛の佃
煮、油で揚げたエビのミンチを挟んだハンバーガーな
どの多彩な商品を試食し、味や見た目を評価。その後、
各店舗の開発者は、試作品に対する意見交換をした他、
品質表示の仕方などについての指導を受けました。
　商品は改良が加えられ、1月下旬に開催される完成発
表会で披露。2月から一斉にキャンペーンを開始して、

各店舗で販売します。

　問い合わせは、市柳川ブランド推進室（☎ 77・
8722）まで。

11店舗の「うまかもん」試作品にアドバイス
「イチジク」「海苔」「芝エビ」で新商品づくりに挑戦

「うまかもんつくり
ぐっちょ4」進行中

川市出身の2人の柳川観光大使が誕生
東京都在住の下河秀行さんと遠賀町在住の森田正人さんが就任

　市観光大使実行委員会は、11月 1日付で下河秀行さ
んと森田正人さんの 2人に柳川観光大使の委嘱状を交
付しました。9月に委嘱された俳優の江口信さんに続き、
今回で 18人となった柳川観光大使。柳川の良さを PR
してもらおうと、市外に住む市出身者や柳川に
ゆかりのある人に委嘱されます。大相撲の大関
琴奨菊関や演歌歌手の北山たけしさん、映画監
督の大林宣彦さんや高畑勲さんらが名を連ねて
います。
　下河秀行さんは三橋町吉開生まれで、現在東
京都練馬区在住の 78歳。石

し ゃ く じ い

神井まちづくりの会
などの民間団体の代表を務め、練馬区でまちづ
くりと福祉のボランティア活動を長く行ってい
ます。
　森田正人さんは三橋町蒲船津生まれで、現在
遠賀郡遠賀町在住の 70歳。画家の森田さんは、

少年時代の昭和の柳川を描いた原画を市立図書館で展
示したり、昔話を収録した画集を小中学校に寄付した
りしています。

　問い合わせは、市観光課（☎77・8563）まで。

柳
川
が
生
ん
だ
詩
聖
、
北

原
白
秋
の
命
日
で
あ
る

11
月
２
日
を
中
心
に
、
白
秋
の

遺
徳
を
し
の
ぶ
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。の

11
月
２
日
、
白
秋
祭

式
典
が
矢
留
本
町
に
あ

る
白
秋
詩
碑
苑
で
開
か
れ
ま
し

た
。
白
秋
が
晩
年
、
柳
川
へ
の

望
郷
の
心
を
歌
っ
た
「
帰
去
来
」

が
刻
ま
れ
た
詩
碑
に
、
白
秋
の

母
校
、
矢
留
小
学
校
の
児
童
が

花
束
を
捧
げ
、
金
子
市
長
が
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

市
長
や
柳
川
白
秋
会
の
大
城
昌

平
会
長
ら
が
詩
碑
へ
献
酒
。
文

部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た
大
牟

田
市
立
歴
木
中
学
校
３
年
の
坂

本
泰
地
君
と
県
知
事
賞
の
３
人

が
、
詩
碑
に
向
か
っ
て
作
品
を

朗
読
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
約

３
０
０
人
の
参
列
者
が
「
帰
去

来
」
を
合
唱
し
、
郷
土
の
偉
大

な
詩
人
を
し
の
び
ま
し
た
。

秋
の
命
日
を
は
さ
ん
だ

１
日
か
ら
３
日
ま
で
は

水
上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
毎
晩
、
ほ
う
ず
き
ち
ょ
う

ち
ん
と
あ
ん
ど
ん
で
飾
ら
れ
た

約
80
艘そ

う

の
ど
ん
こ
舟
に
乗
っ
た

市
内
外
か
ら
の
乗
船
客
は
、
夜

の
川
下
り
を
堪
能
。
水
上
ス

テ
ー
ジ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
が
設
置
さ
れ
た
コ
ー
ス
沿

い
で
は
、
歌
や
楽
器
の
演
奏
な

ど
を
行
う
市
民
ら
が
、
乗
船
客

を
も
て
な
し
ま
し
た
。

民
体
育
館
で
は
11
月
４

日
ま
で
、
市
総
合
美
術

展
と
、
昨
年
88
歳
で
亡
く
な
っ

た
市
を
代
表
す
る
画
家
、
北
原

悌て
い
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん
の
回
顧
展
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
回
顧
展
で
は
、
柳

川
や
筑
紫
平
野
、
有
明
海
な
ど

の
風
景
や
歴
史
を
題
材
に
し
た

作
品
11
点
が
展
示
。
来
場
者
は
、

大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
細
か
く

丁
寧
に
描
か
れ
た
北
原
さ
ん
の

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
会
館
な
ど
で
開
催

さ
れ
た
柳
川
文
化
祭
で
は
、
市

文
化
協
会
の
会
員
が
歌
や
踊
り

な
ど
を
披
露
し
た
他
、
俳
句
や

絵
画
な
ど
の
作
品
を
展
示
す
る

な
ど
し
て
、
秋
の
柳
川
は
文
化

の
薫
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

柳
川
が
生
ん
だ
詩
聖
、
北
原
白
秋
の
遺
徳
し
の
ぶ

柳
川
中
が
文
化
の
薫
り
に
包
ま
れ
た
３
日
間

柳そ白

市

【右上】白秋献詩で文部科学大臣賞

に輝いた坂本泰地君が作品を朗読

【右中】川下りコース沿いで乗船客

をもてなす沖端水天宮舟舞台囃
ばやし

子

【右下】市婦人会館で行われた謡曲

大会【左上】3日間行われた水上

パレード【左下】北原悌二郎回顧

展では北原さんの代表作が展示

商品は1月に完成発表会、2月から販売へ

試作品を評価するアドバイザー

トピックス
よかばんも～

ピーナッツどっさり、からいもごろごろ
　「まかせな菜みつはし」と「よかばんも～おいでん会」

は 10月 27日、中山の畑でピーナッツとからいも（サ

ツマイモ）収穫体験を開催しました。からいもは 5月

に、ピーナッツは 6月に植えたもの。市内外から親子

など約 50 人が参加。スコップを使い掘り起こし、大

きなからいもが顔を出すと歓声を上げました。スタッ

フが株を引き抜

くと、鈴なりに

なったピーナッ

ツの実がどっさ

り。参加者は収

穫の秋を満喫し

ていました。 大きなからいもに参加者もにっこり

柳川観光大使に就任した下河秀行さん（写真左）と森田正人さん
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消費生活センターからのアドバイス

市
職
員
給
与
、
勤
務
条
件
な
ど
を
公
表

時間外勤務手当
支給総額 1 億 747 万円
職員1人当たり平均支給年額 25 万 2000 円

手当とその内容【国との比較】
●扶養手当＝配偶者 1 万 3000 円、被扶養者 6500 円（配偶者無
の場合は 1 人のみ 1 万 1000 円）、16 ～ 22 歳の被扶養者はさら
に 5000 円加算【国と同じ】
●住居手当＝持ち家月額 2500 円。家賃支払者最高限度額 2 万
7000 円（家賃 5 万 5000 円以上）。【家賃支払者最高限度額は国
と同じ】
●通勤手当＝交通機関利用者 ( 電車やバスなど )5 万 5000 円まで
全額支給。交通用具利用者 ( 自動車や自転車など )= 通勤キロ数に
応じて支給 ( 2000 円～ 2 万 4500 円 )。【国と同じ】
●休日勤務手当＝休日等において勤務することを命ぜられた場合、
1 時間当たりの給与額× (35、135/100) 【国は勤務 1 時間当た
りの給与額× (135/100)】
●夜間勤務手当＝午後 10 時から翌日の午前 5 時までの間に勤務
することを命ぜられた場合、1 時間当たりの給与額 ×25/100【国
と同じ】
●宿日直手当＝宿日直勤務を命じられた場合、1 回につき 4200
円【国と同じ】
●管理職手当＝管理または監督の地位にある職員、部長級 5 万
9760 円、課長級 4 万 6710 円【国は俸給の特別調整額として支給】
●管理職員特別勤務手当＝管理職員が、臨時、緊急に、週休日、
休日等に勤務した場合、1 回につき 6000 円か 8000 円【国と同じ】
●特殊勤務手当＝消防職員のうち、救急救命士の救急業務に対し
て支給する救急手当。月額 7000 円（出勤回数により日割減額あ
り）。

区分 柳川市 国

期
末
・
勤
勉
手
当

支給月 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期
12月期

1.225 月分
1.375 月分

0.675 月分
0.675 月分

1.225 月分
1.375 月分

0.675 月分
0.675 月分

計 2.6 月分 1.35 月分 2.6 月分 1.35 月分
職務の級等による加算 役職加算 5 ～ 15％ 役職加算5～20％、管理職加算10～25％
1人当たり平均額 144 万 7000 円 －

退
職
手
当（
24
年
12
月
現
在
）

区分 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

退職時特別昇給 なし なし
その他の加算 定年前早期退職特例措置（2 ～ 20％加算）定年前早期退職特例措置（2 ～ 20％加算）
1人当たり平均額 2482 万円 －

地
域
手
当

支給総額 113 万円
職員１人当たり平均支給年額 37 万 6667 円

対象地域 支給率 対象職員数 国の制度
柳川市
福岡市

0.0％
10.0％

474 人
3 人

0.0％
10.0％

住民基本台帳人口 7 万 666 人（H25.3.31）
歳出額（A） 301 億 3908 万 6000 円
実質収支 9 億 5016 万 1000 円
人件費（B） 47 億 845 万 2000 円
人件費率（B/A） 15.6％

職員数（A） 477 人

給
与
費

給料 19 億 704 万 3000 円
職員手当 3 億 5255 万 2000 円
期末・勤勉手当 6 億 9026 万 7000 円
計（B） 29 億 4986 万 2000 円

1 人当たり給与費（B/A） 618 万 4000 円

区　分 月　額

給
料

市　長 72 万 8000 円
副市長 70 万 1100 円
教育長 62 万 4150 円

（注）市長は 20％、副市長と教育長は 5％減額
後の金額

区分 柳川市 国
大学卒 17 万 2200 円 16 万 3987 円（17 万 2200 円）
高校卒 14 万 4500 円 13 万 3418 円（14 万 100 円）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
43.2 歳 33 万 6778 円 38 万 9265 円

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年
大学卒 26 万 3800 円 30 万 9200 円 35 万 7100 円
高校卒 22 万円 28 万 8500 円 31 万 4600 円

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級

標準的
な職務
内容

技
師

主
事

技
師

主
事

技
術
主
査

事
務
主
査

主
任
技
師

主
任
主
事

係
長

技
術
主
査

事
務
主
査

課
長
補
佐

課
長

部
長

職員数 22 12 99 140 27 36 7
構成比 6.4 3.5 28.9 40.8 7.9 10.5 2.0

            
24
年
度
市
人
事
行
政
の
運
営
状
況
報
告

　

市
は
、
公
正
で
透
明
性
の
あ
る
人
事
行
政
運
営
に
努
め
る
た
め
、「
柳
川
市
人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
同
条
例
に
基
づ
い
て
、
市
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
を
毎
年
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
平
成
24
年
度
の
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
か
、
市
人
事
秘
書
課
（
☎
77
・
８
４
０
３
）
ま
で
。

　24年度は初級行政事務や消防職など 11人を新規採用。退職者は、定年・
勧奨などで 14人でした。
　職員数は、23年 4月 1日と比較して、13人減の 523人です。

職員数 対前年
増減数Ｈ 23 Ｈ 24

一
般
行
政
部
門

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　水
商　工
土　木

5
92
36
56
28
52
13
48

5
82
35
57
29
53
12
48

0
△ 10

△ 1
1
1
1

△ 1
0

計 330 321 △ 9
教育部門 79 78 △ 1
消防部門 80 79 △ 1

普通会計 計 489 478 △ 11

　市の歳出総額は、301億3908万6000円。このうち人
件費が47億845万2000円で、人件費比率は15.6％です。

　主に、一般職の職員 477 人に支給した給料と諸手当
が、29億 4986 万 2000 円（職員 1人当たり年間 618
万円）です。

　23年度と比較すると、一般行政職の平均給料月額は
約 150円、平均年齢は 0.1 歳上がっています。

　市の高校卒職員の初任給は 14万 4500 円で、大学卒
職員は 17 万 2200 円です。国家公務員は、24 年度か
ら給与改定特例法により給料が減額支給されています。
国の欄のかっこ書きは減額前の額です。

　表のとおり経験年数が増すにつれて昇給し高くなって
います。

　職員は、職務と責任の程度で給料表の「級」に格付け
されます。一般行政職の標準的な職務の内容と職員数は
表のとおりです。
　なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級の代表的
な職名です。

　民間の賞与にあたる期末・勤勉手当は、国と同じで夏
は 1.9 月、冬は 2.05 月、合計 3.95 月分です。
　退職手当も国と同じで、最高限度額は 59.28 月分です。
本市は福岡県市町村職員退職手当組合に加入しており、
組合から支給されます。
　地域手当は福岡市に勤務している職員を除き、22年度
に廃止しました。なお国の支給率は、東京が 18％、福岡
市などは 10％です。
　時間外勤務手当は、正規の勤務時間外に仕事をしたと
きに支給します。支給額は 1億 747 万円で、給料等総額
の 3.6％です。
　扶養、住居、通勤などの各手当は、国とほぼ同じです。

　市長、副市長、教育長の給料月額と市議会議員の報酬月額は表のとおりで
す。年間では、市長などの給料と諸手当が 3160 万 5000 円、市議会議員の
報酬が 1億 4337 万 7000 円です。期末手当は、6月期が 1.4 月分、12月
期が 1.55 月分、計 2.95 月分です。

職員数 対前年
増減数Ｈ 23 Ｈ 24

公営企業
等会計

水　道
その他

12
35

11
34

△ 1
△ 1

小　計 47 45 △ 2

合　計
[ ] は条例定数

536
[636]

523
[636]

△ 13
[0]

　子育て支援関係業務増に伴う職員増（民
生）、新規事業開始に伴う職員増（衛生）、
国土調査業務増に伴う業務増（農水）、窓口
業務の民間委託による職員減（水道）、介護
保険広域連合（本部）への派遣終了に伴う
職員減（その他）などです。

区　分 月　額

報
酬

議　長 45 万 5900 円
副議長 40 万 7400 円
議　員 38 万 8000 円

表 1 職員の任免と職員数

表 2 特別職等の報酬等

表 3 職員の給与の状況：人件費（普通会計）

表 4 職員の給与の状況：職員給与費（普通会計）

表 5 職員の給与の状況：一般行政職員の初任給

表 6 職員の給与の状況：職員の平均給料月額等

表 7 職員の給与の状況：一般行政職員の経験年数別・
       学歴別平均給料月額

表 8 職員の給与の状況：一般行政職の級別職員数

表 9 職員の給与の状況：職員手当

　市は、市内全域での光通
信網整備を進めています。
　現在、電話番号の市内
局番が大和局（76 局番）
地域の整備を進めており、
11月から光通信サービス
の利用申し込みを始めて
います。サービス開始は
12 月 1 日から。利用申
し込みをして、自宅へ引
き込む回線の引き込み工
事が終わったところから、
順次NTT西日本の光通信
サービスが利用できるよ
うになります。
　光通信サービスの利用

申し込みを希望する人は、NTT西日本や取扱い
のある家電量販店などへ問い合わせてください。
※一部の店舗で申し込みできない場合があります。

● NTT 西日本への申し込み・問い合わせ
▷☎ 0120・116116 ＝ IP コールセンター、
午前 9時～午後 9時（土日、祝日も受け付け）。
午後 5時以降の問い合わせは、翌日以降の対応
になる場合あり

【問】市企画課電算システム係（☎ 77・8427）

大和局の光通信網整備が進行中

12 月から光通信サービス開始

【相談事例】「電話やインターネットを光回線に
しませんか ?」との電話が何度もかかってくる。
1度資料を送ってもらったらすぐに電話があり、
「固定電話が使えなくなるので、今のうちに切
り替えたほうがいい」としつこく、大手電話会
社だと名乗っていたが、実はその代理店だった。

【アドバイス】「固定電話が使えなくなる」との
説明に根拠はありません。また資料送付を承諾
しただけで契約になっていたケースもあるので
ご注意を。固定電話を光電話に変えると、光電
話基本料にインターネット利用料もかかりま
す。インターネットを利用しない人は、コスト
面でかなり無駄になります。また、工事後はク
ーリングオフできませんし、解約料が発生しま
す。ひとりで決めずに家族や周りの人に相談し
ましょう。

【問】柳川・みやま消費生活センター（☎ 76・
1004）

インターネット接続回線は
よく理解して契約を

大和局が開通



自分たちの地域を守ろう！
藤吉地域安全安心まちづくり推進大会

城内小学校「親子ふれあい活動」
お母さんとお皿やコップを作ったよ

　南浜武出身で自由律俳人、木村緑平の第 45回句碑祭
が、10月 22日、柳城児童公園句碑前で催されました。
大牟田や田川で炭鉱医などをしながら、5・7・5のリ
ズムにとらわれない自由律の俳句を詠んだ緑平。「放浪
の俳人」として有名な種田山頭火を物心両面で支え、
3000 を超えるスズメを詠んだ句で「スズメの俳人」と
呼ばれました。緑平の誕生日に毎年行われる句碑祭に、
市内外から約 50人が参加。木村緑平顕彰会の椛島守会
長らが献酒や献花を行い、偉大な俳人をしのびました。

木村緑平第 45 回句碑祭
山頭火支えたスズメの俳人しのぶ

　城内小学校PTAは 10月 23日、5、6年生の児童と
保護者の「親子ふれあい活動」を開きました。5年生は
陶芸教室、6年生はソフトボール大会を行いました。陶
芸教室では、蒲池焼の土器師、伊藤征隆さんを講師に迎
え、親子で陶芸に挑戦。伊藤さんが粘土のこね方や作り
方を説明した後、一斉に粘土をこね始めました。前日マ
グカップとコーヒーセットを親子で作ると決めてきたと
いう児童は「出来上がりが楽しみ」と笑顔で話しました。

◆
選
者
の
句
　

　
実
石
榴
に
う
だ
き
つ
き
し
は
何
鳥
か
　
　
　
　
　
　 

鬼
郎

今
月
の
入
選
作
品
・
課
題
「
石ざ

く
ろ榴
」「
眼め

じ
ろ白
」
他

俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
句
者
は
大
曲
鬼
郎
さ
ん
。
12
月
の
課
題
は

「
時
雨
」「
落
葉
」
で
す
。
入
選
作
品
は
12
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

俳
句
と
明
記
し
、
自
作
、
未
発
表
の
作
品
（
※
１
人
３
句

以
内
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
柳
川
庁
舎
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
77
・
８
４
２
５
、
ＦＡＸ

74
・
５
５
２
０
）
へ
、
11
月
29
日
（
※
必
着
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

石
榴
の
実
一
つ
下
が
り
し
苗
木
買
う

境
　
幸
代
（
西
浜
武
）

二
人
し
て
昭
和
を
語
り
障
子
貼
る

山
鳥
の
石
榴
つ
つ
き
し
日
暮
れ
ど
き

実
石
榴
に
己
が
若
さ
を
持
て
余
す

想
い
出
の
九
十
九
島
に
目
白
追
う

眼
白
来
る
若
や
い
だ
気
に
な
り
し
朝

眼
白
籠
古
い
時
計
と
掛
け
て
あ
り

石
榴
の
実
ル
ビ
ー
に
負
け
ず
輝
や
け
り

石
榴
の
実
割
れ
る
頃
か
な
退
院
は

石
榴
熟
れ
枝
は
い
よ
い
よ
撓し

な

り
を
り

実
石
榴
の
甘
い
匂
い
の
懐
か
し
さ

眼
白
群
れ
光
か
へ
し
て
枝
移
る

思
ひ
出
も
揺
れ
て
ゐ
る
な
り
石
榴
の
実

荒
れ
し
庭
し
ば
し
癒
し
て
眼
白
去
る

人
住
ま
ぬ
庭
に
輝
く
石
榴
か
な

す
き
と
お
る
血
潮
に
満
ち
て
ざ
く
ろ
熟
れ

庭
先
の
柿
を
つ
つ
く
は
眼
白
か
な

石
榴
熟
れ
人
と
鳥
と
の
に
ら
み
合
い

実
柘
榴
に
ザ
ー
ザ
ー
風
の
鳴
る
日
暮
れ

里
山
に
仕
掛
け
囮

お
と
り

の
目
白
籠

谷　

祥
子

松
﨑
や
す
子

中
原
由
美

古
賀
俊
郎

古
賀　

強

浦　

哲
之

田
中
位
緒
枝

徳
永
ヱ
ツ
子

田
中
與
志
子

西
山
幸
子

古
賀
幸
子

龍　

政
人

黒
田
和
代

大
城
靖
子

原
田
ア
ツ
子

武
藤
博
文

金
子
伊
繼

後
藤
正
毅

末
次
敏
弘

【
句
評
】
10
月
23
日
は
、
城
内
校
区
の
敬
老
会
で
２
７
０
名
余
り
の
出
席

者
を
得
て
盛
会
で
し
た
。
私
も
９
年
前
入
会
の
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
ま
し
た
が
そ
の
席
に
立
花
文
子
さ
ん
が
、
に
こ

や
か
な
顔
を
し
て
話
に
耳
を
傾
け
て
頂
い
て
い
た
姿
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
に
い
ま
す
。
俳
人
と
し
て
大
先
輩
で
し
た
か
ら
…
。

　

今
月
の
幸
代
さ
ん
の
句
。
石
榴
の
小
さ
な
実
一
つ
に
、
写
生
的
の
面
白

さ
が
で
ま
し
た
。

❖

（
柳
町
）

（
佃
町
）

（
新
船
津
町
）

（
新
外
町
）

（
七
ツ
家
）

（
栄
）

（
豊
原
）

（
徳
益
）

（
六
合
）

（
垂
見
）

（
横
山
町
）

（
間
）

（
吉
富
町
）

（
隅
町
）

（
栄
）

（
上
宮
永
町
）

（
徳
益
）

（
金
納
）

（
城
隅
町
）

俳
句

　市防犯協会藤吉支部は 10月 28日、藤吉小学校体育
館で、安全安心まちづくり推進大会を開きました。西鉄
柳川駅や飲食店などの繁華街がある藤吉校区は、犯罪や
交通事故が多い地域。このため同支部では毎年大会を開
催し意識啓発を図っています。この日は関係者約500人
が集まり、犯罪や事故抑止を目指した大会宣言を読み上
げた後、県警音楽隊などによる街頭パレードをして、犯
罪のない安全で安心なまちづくりを呼びかけました。

木村緑平句碑に献花する参加者

応
募
総
数
１
０
０
句

6広報やながわ 2013.11.157 広報やながわ 2013.11.15

柳川駅周辺を街頭パレードし安全安心なまちづくりを訴えた

夢中で手やヘラで粘土を整える児童と保護者

柳川市民健康まつり & 市民公開講座
みんなで健康を考えよう

　市民健康まつりと市民公開講座が 10月 27 日、水の
郷で開催されました。会場には、健診・相談・展示コーナー
が設けられた他、わきさか内科医院の脇坂正則院長の講
演などがありました。人気の赤ちゃんハイハイ大会には、
37人の赤ちゃんが参加。泣いて立ち止まったり、後ろ
に戻ったりと、思うように前に進んでくれない赤ちゃん
に会場は大盛り上がり。ゴール付近では、ビデオカメラ
やカメラを片手に、お菓子などを見せて懸命に赤ちゃん
の気を引こうとする保護者の姿が見られました。 保護者の声援が飛び交った「赤ちゃんハイハイ大会」

自然の中で自由に遊ぶ ふれあいわんぱーく

楽しそうにいかだを操る子どもたち

外で遊ぶって楽しいね

　親子の遊び場づくり実行委員会は 11月 4日、立花い
こいの森で「ふれあいわんぱーく」を開催しました。こ
れは、自然の中で自由に遊べる場を作り、子どもの健や
かな成長を支えることが目的。会場を訪れた約 800 人
の親子は、スタッフ手作りの遊具などで遊んだり、竹と
んぼを作ったり、手作りパンをたき火で焼いて食べたり
して楽しみました。中でもいかだ遊びは、順番待ちが出
るほど大人気。参加した子どもたちは、木の棒を使って
不安定ないかだを上手に操縦していました。

身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています



生
活
総
合
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
実
施
し

て
い
て
、
全
国
約
９
万
２
０
０
０

世
帯
が
対
象
。
調
査
結
果
は
、
総

合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で
の

基
礎
資
料
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
対
象
世
帯
に
は
、
11
月

21
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
期
間

に
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
建
設
課
住

宅
管
理
係
（
☎
77
・
８
５
４
２
）

ま
で
。

カ
ラ
ス
、
ド
バ
ト
な
ど
の

捕
獲
を
行
い
ま
す

　

市
は
、
小
麦
な
ど
の
農
産
物
の

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
、
市
内
全
域
（
一
部
の
区
域
を

除
く
）
で
銃
に
よ
る
カ
ラ
ス
や
ド

バ
ト
な
ど
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

ハ
ト
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
人
は
放

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

▽
12
月
１
日
（
日
）
＝

午
前
７
時
～
正
午
（
雨
天
の
場
合

は
12
月
８
日
に
延
期
）
▽
12
月
４

日
（
水
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
正

午
　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
政
課
農

政
係
（
☎
77
・
８
７
３
２
）
ま
で
。

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

制
度
の
対
象
者
が
拡
大

　

来
年
１
月
か
ら
、
記
帳
や
帳
簿

な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
、

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
事
業

所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得

が
生
じ
る
業
務
を
行
う
す
べ
て
の

人
に
拡
大
し
ま
す
。
所
得
税
申
告

の
必
要
が
な
い
人
も
対
象
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
牟
田
税
務
署
（
☎

52
・
３
２
４
５
）、
国
税
庁
の
公

式
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta
.

g
o
.jp
/

）
ま
で
。

住
生
活
総
合
調
査

対
象
世
帯
は
ご
協
力
を

　

国
土
交
通
省
は
、
平
成
25
年
住

犯
罪
被
害
者
の
相
談
や

給
付
制
度
の
お
知
ら
せ

□
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

　

福
岡
県
警
察
は
、
犯
罪
被
害
者

の
心
の
ケ
ア
を
行
う
専
用
の
相
談

電
話
「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
匿
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
女
性
の
臨
床
心
理

士
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
45
分
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
会
場　

同
警
察
本
部
内
（
面
接

は
要
予
約
）

●
相
談
電
話　

０
９
２
・
６
３
２
・

７
８
３
０

□
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
っ
て
、
家
族
を
亡
く
し
た
遺

族
や
、
障
害
が
残
っ
た
り
入
院
を

伴
う
長
期
治
療
を
受
け
た
り
し
た

被
害
者
が
、
加
害
者
か
ら
十
分
な

損
害
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
国
か
ら
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
警
察
本
部

被
害
者
支
援
・
相
談
課
（
☎
０
９
２
・

６
４
１
・
４
１
４
１
）
ま
で
。

特
設
行
政
相
談
所

よ
か
も
ん
ま
つ
り
に
開
設

　

第
９
回
柳
川
よ
か
も
ん
ま
つ
り

の
会
場
に
、
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
に
は
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相

談
員
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

　

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
な
ど
、
暮
ら
し
の
中

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
23
日
（
土
）、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
申
込
不
要
）

●
会
場　

有
明
地
域
観
光
物
産
公
園

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
市
民
課
（
☎

77
・
８
４
７
２
）
ま
で
。

子
育
て
女
性
の

無
料
就
業
相
談

　

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
就
業
相
談
や
各
種
情
報
提
供
な

ど
の
就
職
支
援
を
行
う
、
電
話
相
談

情報わいど ①

9 広報やながわ 2013.11.15

　11月の柳川市による掲示
および公告予定の建設工事
などは、次のとおりです。

◆11月 18日掲示
▷�柳川駅東部土地区画整理
事業 6-17 号外道路舗装
工事

▷�柳川駅東部土地区画整理
事業 下百町線路盤新設工
事

▷�柳川駅東部土地区画整理
事業 三橋京町通り線舗装
工事

▷�蒲生地区農村環境水路整
備工事

▷�大和公民館大ホール外壁
防水改修工事

　なお、設計業務の進ちょ
く状況により延期になるこ
とがありますが、繰り上が
ることはありません。
　また、電子入札と紙入札
を併用していますので、資
料などの受け取りにはご注
意ください。

11月の市発注予定

公共施設などの問い合わせ☎
■柳川市役所
   柳川庁舎
   大和庁舎
   三橋庁舎
■柳川消防署
■日曜、祝日在宅医案内
■公民館
   大和公民館
   三橋公民館
   柳河ふれあいセンター
   城内コミュニティ防災センター

   矢留うぶすな館
   柳川農村環境改善センター
   有明まほろばセンター
   就業改善センター
   蒲池農村環境改善センター
　垂見コミュニティセンター
■柳川古文書館
■歴史民俗資料館
■市民会館
■市民体育館 
■大和 B&G海洋センター体育館

☎73ー8111 ＦＡＸ74ー1374
☎76ー1111 ＦＡＸ76ー1170
☎72ー7111 ＦＡＸ73ー8405
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情 報
わいど

や
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
活
動
中
の
人
や
そ
ろ
そ
ろ
働
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
電
話
相
談

●
日
時　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

●
相
談
電
話　

０
９
４
２
・
38
・

７
５
７
９

□
出
張
相
談
（
要
予
約
）

●
会
場　

▽
第
１
水
曜
＝
筑
後
市

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
お
ひ
さ
ま

ハ
ウ
ス
」（
筑
後
市
大
字
若
菜
）
▽

第
２
火
曜
＝
大
牟
田
市
労
働
福
祉

会
館
（
大
牟
田
市
笹
林
町
）

　

予
約
、
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー（
☎
０
９
４
２・
38・７
５
７
９
）へ
。

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て

無
料
電
話
相
談
を
実
施

　

福
岡
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
家

庭
内
や
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ

め
、
差
別
な
ど
一
人
で
悩
ま
ず
、

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
７
日
（
土
）、
午
前

９
時
～
午
後
５
時

●
相
談
電
話　

０
１
２
０
・
８
８

９
・
４
０
５

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
局
人
権
擁

労
使
関
係
の
関
係
改
善

を
お
手
伝
い

　

県
労
働
委
員
会
は
、
弁
護
士
な
ど

の
公
益
委
員
、
労
働
組
合
委
員
な
ど

の
労
働
者
委
員
、
企
業
人
事
労
務
担

当
役
員
な
ど
の
使
用
者
委
員
の
三

者
で
構
成
さ
れ
た
行
政
機
関
で
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、
労
働
組
合
と

使
用
者
の
労
働
条
件
の
主
張
が
一

致
せ
ず
自
主
的
な
解
決
が
困
難
な

と
き
に
、
円
満
で
迅
速
な
解
決
を

図
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
用
者
が
労
働
者
の
団
結

権
を
侵
害
す
る
行
為
を
行
っ
た
と

き
、
こ
れ
を
排
除
し
て
公
正
な
労

使
の
関
係
を
回
復
す
る
た
め
の
審

査
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、同
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９

８
０
）
ま
で
。

☎74ー0119
☎74ー0112

☎76ー1116
☎73ー4489
☎72ー5478

☎73ー9556
☎73ー8398
☎73ー6793
☎73ー6792
☎73ー6790
☎73ー6791

☎72ー1037
☎73ー8940
☎72ー5168
☎74ー1221

☎76ー1120

☎72ー5230

柳川市成人式
1月12日（日）午後2時

●日時　来年 1 月 12 日（日）、
午後 1時受付、2時開式

●会場　市民会館大ホール

●対象　平成 5 年 4 月 2 日～平
成 6年 4月 1日生まれの人
※進学や就職などで市外に転出し
ている人で、市成人式へ出席を希
望する人は、市生涯学習課に申し
込んでください。

　問い合わせは、同課（☎77・
8834）まで。

子ども・子育て支援新制度
ニーズ調査にご協力を

　市は、子ども・子育て支援事業計画策
定に向けて、ニーズ調査を実施します。
　この調査は、子育て家庭の子育て支
援の利用状況や、今後の利用希望など
を把握することが目的。調査結果を基
礎資料として、平成 27 年度から 5か
年の計画を策定し、計画的にサービス
の提供や事業を行います。
　対象者には、11月中旬ごろに調査票
が届きます。市の子育て支援施策の今
後を左右する重要な調査ですので、ご
理解とご協力をお願いします。

●対象　就学前児童の保護者2000人、
小学校1～3年の児童の保護者1000人

●調査締切　11 月 29日（金）
　問い合わせは、市子育て支援課（☎
77・8522）まで。

子育て家庭3000人に調査票を送付

護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・
４

３
１
３
）
ま
で
。

絆
の
会
無
料
講
演
会

●
日
時　

11
月
28
日
（
木
）、
午
後

７
時
30
分
～

●
会
場　

三
橋
公
民
館
２
階
研
修
室

●
内
容　

日
本
会
議
熊
本
の
花
吉
洋

一
副
会
長
が
「
日
本
の
国
柄
に
つ
い

て
～
古
事
記
、
日
本
書
紀
か
ら
～
」

と
題
し
て
講
演

　

問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
の
古

賀
さ
ん
（
☎
76
・
３
０
３
７
）
ま
で
。

広報やながわは、自主財源確保のため有料広告
を掲載しています。有料広告は随時募集中です。



働
き
た
い
高
齢
者
・
即
戦

力
を
求
め
る
企
業
を
募
集

　

県
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー

は
、
長
年
の
職
業
経
験
で
得
た
知
識

や
技
能
を
持
つ
高
齢
者
を
、
経
験

豊
か
な
人
材
を
求
め
る
企
業
へ
派

遣
ま
た
は
職
業
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲

が
あ
る
人
や
、
経
験
豊
富
で
即
戦
力

と
な
る
人
材
を
求
め
る
企
業
は
、
同

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
久
留
米
分
室
（
☎
０

９
４
２
・
35
・
０
５
２
０
）
ま
で
。

公
立
学
校
の
講
師
を
募
集

●
募
集　

講
師
、
養
護
助
教
諭
、
学

校
栄
養
士
代
理
職
員
、
学
校
事
務
代

理
職
員
（
特
に
小
学
校
の
講
師
と
中

学
校
の
保
健
体
育
講
師
を
募
集
）

●
勤
務
地　

柳
川
市
、
大
牟
田
市
、
み

や
ま
市
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
広
川
町
、

大
川
市
、大
木
町
の
公
立
小
中
学
校（
大

牟
田
市
立
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

●
資
格　

①
講
師
＝
希
望
す
る
校

種
、
教
科
の
教
員
免
許
②
養
護
助

教
諭
＝
養
護
教
諭
免
許
③
学
校
栄

養
士
代
理
職
員
＝
栄
養
士
④
学
校

事
務
代
理
職
員
＝
不
要
。
①
～
③
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情報わいど ②

柳川・みやま消費生活センターだより

未成年のオンラインゲーム
利用は家族でよく話し合って

No.17

【事例】身に覚えのないオンラインゲームの
高額請求書が届いた。調べると、中学生の
息子がクレジットカードを無断で使って、
オンラインゲームの有料アイテムを購入し
ていたことが分かった。
【アドバイス】金銭感覚に乏しい子どもが、オ
ンラインゲームに熱中し、トラブルになる
ケースが増えています。今回の事例は、ゲー
ム会社と未成年者契約の取り消しを求めて交
渉し、代金は返金されました。しかし、20
歳以上などと年齢を偽って登録した場合、返
金は困難です。オンラインゲームの利用につ
いて、家族内でよく話し合っておきましょう。
　問い合わせは、同センター（☎76・1004）へ。

は
資
格
取
得
見
込
み
も
可

●
申
込
方
法　

県
公
立
学
校
講
師

等
志
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

県
南
筑
後
教
育
事
務
所
に
提
出

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
所
総

務
課
教
職
員
係
（
☎
０
９
４
２
・

53
・
７
３
４
２
）
ま
で
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

教
室
、
講
座
の
お
知
ら
せ

●
教
室
・
講
座　

①
子
育
て
マ
マ

の
編
み
物
教
室
（
エ
コ
た
わ
し
作

り
）
②
年
賀
状
作
成
無
料
パ
ソ
コ

ン
講
座
（
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
可
）

●
日
時　

①
11
月
25
日
、
午
前
10

時
～
②
12
月
２
～
４
日
と
12
月
９

～
11
日
、
各
午
前
９
時
～
正
午

●
会
場　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
三
橋
出
張
所

●
対
象　

①
小
学
校
就
学
前
の
幼

児
の
保
護
者
、
先
着
15
人
（
託
児
無

料
）
②
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
60
歳
以
上
の
人
、
各
先
着
10

人
。
①
②
と
も
に
受
講
料
無
料

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
柳
川
本
所
（
☎
73
・

４
５
８
５
）
ま
で
。

各
種
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

●
講
座　

①
エ
ク
セ
ル
帳
簿
作
成

講
座
②
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
習
会

③
消
費
増
税
に
伴
う
環
境
変
動
対

策
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

①
12
月
２
～
６
日
（
５

日
間
）、
午
後
６
時
30
分
～
９
時
②

12
月
７
日
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

③
12
月
10
日
、
午
後
３
時
～
５
時

●
会
場　

①
②
柳
川
商
工
会
館
別
館

３
階
③
柳
川
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル

●
対
象　

①
②
パ
ソ
コ
ン
の
文
字

入
力
が
で
き
る
人
、
先
着
25
人
③

企
業
経
営
者

●
受
講
料　

①
１
万
円
（
会
員
４

０
０
０
円
）
②
６
０
０
０
円
（
会

員
３
０
０
０
円
）
③
無
料

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
柳
川

商
工
会
議
所（
☎
73
・
７
０
０
０
）
へ
。

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
・
青
年
リ

ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

　
県
は
、
青
少
年
育
成
関
係
団
体

を
支
え
る
指
導
者
の
知
識
や
技
術

の
習
得
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
研

●
内
容　

①
免
疫
力
を
上
げ
る
た
め

の
講
話
と
料
理
②
認
知
症
予
防
の
た

め
の
講
話
と
料
理
、
各
先
着
40
人

※
ど
ち
ら
か
１
回
だ
け
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

●
参
加
費　

１
回
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栄
養
ケ
ア
・

ち
っ
ご
の
石
橋
さ
ん
へ
申
し
込
み

　

問
い
合
わ
せ
も
、石
橋
さ
ん
（
☎
・

ＦＡＸ
73
・
４
３
３
９
）
ま
で
。

第
13
回
福
岡
県
ね
ん
り

ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

●
日
時　

11
月
24
日
（
日
）、
午
前

10
時
～
午
後
４
時

●
会
場　

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
岸
の
浦
）

●
内
容　

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

記
念
講
演
な
ど
、
入
場
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
３
７
７
）
ま
で
。

横
田
さ
ん
夫
妻
も
参
加

拉
致
問
題
を
考
え
る
集
い

●
日
時
・
会
場　

12
月
７
日
（
土
）、

午
前
９
時
45
分
～
（
開
場
は
30
分

前
）、お
り
な
す
八
女（
八
女
市
本
町
）

●
内
容　

横
田
滋
さ
ん
、
早
紀
江

さ
ん
夫
妻
の
講
演
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

な
ど
（
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
あ
り
）

●
定
員　
先
着
８
０
０
人
、
申
込
不
要

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
保
護
・
援
護
課

（
☎
０
９
２・
６
４
３
・
３
３
０
１
）へ
。

長
谷
健
と
う
ふ
祭
り

●
日
時
・
会
場　

12
月
１
日
（
日
）、

午
前
10
時
～
、
柳
城
児
童
公
園
内

の
長
谷
健
文
学
碑
前

●
内
容　

入
選
作
文
の
朗
読
、
合

唱
、
湯
豆
腐
の
ふ
る
ま
い
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
渕
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
１
１
９
６
・
１
０
２
４
）へ
。

全
国
青
年
弁
論
大
会

●
日
時　

11
月
23
日
（
土
）、
午
前

９
時
～
午
後
５
時

●
会
場　

学
正
会
白
梅
学
園（
金
納
）

●
内
容　

中
学
生
か
ら
一
般
ま
で

40
人
が
弁
論
発
表

　

問
い
合
わ
せ
は
、
全
国
青
年
弁

論
大
会
事
務
局
長
の
金
納
さ
ん
（
☎

74
・
３
０
７
５
）
ま
で
。

広報やながわは、自主財源確保のため有料広告を掲載しています。有料広告は随時募集中です。

　

広
報
や
な
が
わ
11
月
１
日

号
の
21
ペ
ー
ジ
左
上
、「
お
で

か
け
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
の

お
知
ら
せ
の
中
で
、
会
場
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
正
】
第
８
回
柳
川
市
子
ど
も

会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
）
＝
市
民
体
育
館
、

市
少
年
親
善
剣
道
大
会
＝
市

民
三
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

お
詫
び
と
訂
正

　今年のカルチャラル
柳川ふれあい文化事業
は、日本を代表する注
目のオペラ歌手、森麻
季さんのコンサートを
開催します。たぐいま
れな技術と透明感のあ
る美声をお楽しみくだ
さい。

●日時　来年 2月 23
日（ 日 ）、 午 後 1 時
30分開場、午後 2時開演

●会場　市民会館大ホール
●入場料　全席自由で一般 2000 円、
高校生以下 1000 円（当日はそれぞれ
500円増し。前売りで完売した場合は、
当日券の販売はありません）
※未就学児の入場はできません。無料
託児室をご利用ください（要予約）。

●前売り券販売　12月 2日（月）から、
市民会館、各市立公民館、三橋庁舎 2
階生涯学習課で販売開始

　問い合わせは、市生涯学習課文化係
（☎77・8832）まで。

森 麻季
ソプラノ・リサイタル

11月 23日～ 26日は臨時休館
　市民温水プールは、11 月 23 日（土）か
ら 11月 26 日（火）まで、施設点検のため
休館します。

親子水泳教室参加者募集
▷日時＝ 11 月 22 日～来年 3月 14 日の金
曜日（全 14回）、午前 10時 30 分～ 11 時
30分▷対象＝ 6か月～ 3歳未満の幼児と保
護者、先着10組▷内容＝親子で水慣れ、水
中運動▷料金＝ 1 万 500 円

無料体組成測定会（申込不要）
▷日時＝ 11月21、22日、午前11時～午後
6時▷対象＝ 18歳以上の人▷内容＝体重、体
脂肪率、筋肉率などのフィットネスチェック

　申し込み、問い合わせは、同プール（☎
73・5905）まで。

温水プールからのお知らせ

修
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
14
日
（
土
）、
午
後

１
時
15
分
開
会
、
15
日
（
日
）、
午

前
11
時
30
分
ま
で
（
１
泊
２
日
）

●
会
場　

県
立
ふ
れ
あ
い
の
家
南
筑

後
（
八
女
市
山
内
）

●
対
象　

学
校
教
育
や
学
童
保
育
所

の
関
係
者
な
ど
、
先
着
40
人

●
申
込
締
切　

12
月
２
日
（
必
着
）

●
参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
シ
ー
ツ

代
、
食
事
代
、
保
険
代
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
県

南
筑
後
教
育
事
務
所
社
会
教
育
室

（
☎
０
９
４
２
・
53
・
７
５
２
４
）
へ
。

簡
単
に
作
れ
る

減
塩
栄
養
教
室

●
日
時　

11
月
30
日
（
土
）、
午
後

２
時
～
３
時

●
会
場　

水
の
郷
２
階
視
聴
覚
室

●
内
容　

長
田
病
院
の
水
落
美
紀
管

理
栄
養
士
と
壇
弘
子
栄
養
士
に
よ

る
、
簡
単
に
作
れ
る
減
塩
メ
ニ
ュ
ー

の
紹
介
な
ど

●
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
病
院
（
☎

72
・
３
５
０
１
）
ま
で
。

老
化
防
止
の
た
め
の

健
康
料
理
教
室

●
日
時　

①
11
月
28
日
②
12
月
12

日
、
午
前
10
時
～
午
後
１
時
、

●
会
場　

三
橋
公
民
館
調
理
室

入場前売り券は12月 2日発売開始



火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
発
表

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
防
火
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
５
１
点
の
応
募
が
あ

り
、
49
人
が
入
賞
。
主
な
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、

か
っ
こ
内
は
学
校
名
）。

【
１
年
生
】
▽
金
賞
＝
竹
田
幹
太
（
豊

原
）
▽
銀
賞
＝
田
中
大
雅
（
六
合
）

▽
銅
賞
＝
高
瀬
仁
（
垂
見
）【
２
年

生
】
▽
金
賞
＝
稗
田
真
里
（
六
合
）

▽
銀
賞
＝
荒
巻
陽
哉
（
昭
代
第
二
）

▽
銅
賞
＝
津
村
歩
輝
（
中
島
）【
３

年
生
】
▽
金
賞
＝
古
賀
海
人
（
両
開
）

▽
銀
賞
＝
高
田
大
暉
（
同
）
▽
銅

賞
＝
椛
島
一
磨
（
昭
代
第
二
）【
４

年
生
】
▽
金
賞
＝
柴
田
陽
平
（
二
ッ

河
）
▽
銀
賞
＝
永
島
寧
花
（
柳
河
）、

村
岡
菜
乃
葉
（
二
ッ
河
）
▽
銅
賞

＝
大
坪
聖
宙
（
中
島
）、
西
山
心
優

（
昭
代
第
一
）、小
宮
巧
（
有
明
）【
５

年
生
】
▽
金
賞
＝
古
賀
涼
太
（
二
ッ

河
）
▽
銀
賞
＝
下
河
愛
佳
（
同
）、

河
野
佑
海
（
柳
河
）
▽
銅
賞
＝
沼

口
唯
央
梨
（
同
）、冨
永
流
加
（
二
ッ

河
）、
枝
光
祐
太
朗
（
蒲
池
）【
６

年
生
】
▽
金
賞
＝
島
嵜
奏
（
矢
留
）

▽
銀
賞
＝
松
藤
舞
香
（
柳
河
）、
原

口
舞
（
矢
留
）
▽
銅
賞
＝
待
鳥
有

砂
（
昭
代
第
二
）、
江
㟢
希
美
（
六

合
）、
田
中
麗
美
（
中
島
）

水
辺
の
環
境
美
化
を

ポ
ス
タ
ー
と
作
文
で
表
現

　

水
辺
の
環
境
美
化
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の
小

学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
河
川
浄

化
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
入
賞

者
が
決
ま
り
、
11
月
７
日
、
あ
め

ん
ぼ
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
ポ
ス
タ
ー
が

２
７
７
点
、
作
文
に
１
２
０
点
の

応
募
が
あ
り
、
各
部
門
の
入
賞
作

品
は
、
11
月
17
日
ま
で
同
セ
ン
タ
ー

２
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
11
月

19
日
か
ら
29
日
ま
で
は
西
鉄
柳
川

駅
構
内
で
展
示
さ
れ
ま
す
。
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、

か
っ
こ
内
は
学
校
名
と
学
年
）。

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】
▽
一
席
＝
廣
瀬

羅
一
（
矢
ヶ
部
２
）、竹
田
美
咲
（
同

３
）、
木
下
萌
奈
（
二
ッ
河
５
）
▽

二
席
＝
武
藤
佑
季
（
蒲
池
１
）、
髙

田
花
美
（
藤
吉
２
）、椛
島
史
隆
（
大

和
３
）、
山
田
明
歩
（
東
宮
永
４
）、

野
口
啓
吾
（
二
ッ
河
５
）、
大
坪
陽

一
（
蒲
池
６
）
▽
三
席
＝
星
野
圭

吾
（
六
合
１
）、
川
津
真
奈
美
（
豊

原
２
）、
稗
田
温
紀
（
蒲
池
３
）
久

富
夏
鈴
（
二
ッ
河
４
）、
三
砂
賢
太

（
同
４
）、
木
下
亮
太
（
矢
留
５
）、

島
村
侑
花
（
城
内
６
）、
外
尾
亮
介

（
同
６
）、
吉
富
友
宥
（
柳
河
６
）

【
作
文
の
部
】
▽
一
席
＝
大
橋
壮
汰

（
二
ッ
河
３
）、上
田
理
子
（
柳
河
６
）

▽
二
席
＝
田
中
萌
花
（
蒲
池
１
）、

上
田
倫
子
（
柳
河
６
）、
中
島
和
音

（
同
６
）
▽
三
席
＝
石
橋
直
樹
（
昭

代
第
一
２
）、
江
㟢
太
一
（
東
宮
永

３
）、
森
竣
哉
（
同
３
）、
田
中
瑠

夏
（
同
４
）、
廣
松
陽
（
同
４
）、

岡
野
成
美
（
同
５
）、松
本
美
咲
（
柳

河
５
）、
西
牟
田
響
（
同
６
）、
平

野
琴
美
（
矢
留
６
）

成
績
・
表
彰
コ
ー
ナ
ー

12広報やながわ 2013.11.15

園
田
兄
弟
杯
少
年
柔
道
大
会

　　

市
出
身
で
世
界
柔
道
選
手
権
大

会
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
園
田
義
男
さ
ん

と
、
弟
で
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
金

メ
ダ
リ
ス
ト
、
園
田
勇
さ
ん
の
栄
誉

を
た
た
え
る
第
34
回
園
田
兄
弟
杯

少
年
柔
道
大
会
が
10
月
20
日
、
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外

46
の
道
場
か
ら
５
８
１
人
の
幼
児

や
児
童
が
参
加
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
小
学
４
年
の
部
】
▽
優
勝
＝
上
津

原
寿
輝
哉
（
柳
川
昭
代
武
道
会
）【
小

学
２
年
の
部
】
▽
準
優
勝
＝
高
口

誠
雄
（
同
）【
小
学
１
年
の
部
】
▽
第

３
位
＝
星
野
圭
吾
（
柳
川
柔
道
会
）

雲
龍
顕
彰
相
撲
大
会

豆
力
士
が
土
俵
で
熱
戦

　

11
月
３
日
、
雲
龍
の
郷
相
撲
ド
ー

ム
で
第
10
代
横
綱
雲
龍
顕
彰
記
念

第
26
回
少
年
相
撲
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
個
人
戦
と
団
体
戦
で
競

わ
れ
た
同
大
会
に
は
、
市
内
外
39

の
小
学
校
か
ら
２
６
２
人
が
参
加
。

土
俵
の
上
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
個
人
戦
の
終
了
後
に
は
、

大
関
琴
奨
菊
関
が
会
場
に
駆
け
付

け
、
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
の
２
人
の
力

士
と
共
に
、
大
会
に
参
加
し
た
児

童
に
稽
古
を
つ
け
ま
し
た
。
な
お
、

市
内
の
入
賞
者
と
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
団
体
戦
】
準
優
勝
＝
豊
原
小
学
校

Ａ
、
３
位
＝
昭
代
第
一
小
学
校
Ａ

【
個
人
戦
】
６
年
の
部
３
位
＝
浦
田

康
士
朗
（
両
開
小
）

少
林
拳
健
心
会
三
橋
道

場
が
福
岡
大
会
で
優
勝

　

福
岡
市
の
福
岡
武
道
館
で
10
月

６
日
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
少
林

拳
武
徳
会
第
41
回
玉
照
杯
大
会
に
、

健
心
会
三
橋
道
場
が
出
場
し
、
４

種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。
同
大
会

に
は
県
内
外
か
ら
約
４
５
０
人
が

参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
校

名
と
学
年
）。

【
少
年
少
女
演
武
の
部
】
▽
酔
拳
の

部
敢
闘
賞
＝
荒
木
皇
太
（
二
ッ
河

小
５
）、
稲
又
希
虹
（
垂
見
小
４
）

▽
瘋ふ

う
ま
じ
ょ
う

魔
杖
の
部
優
勝
＝
冨
安
辰
幸

（
三
橋
中
２
）【
高
校
生
演
武
の
部
】

優
勝
＝
冨
安
裕
次
郎
（
三
池
工
業

高
１
）【
一
般
演
武
の
部
】
▽
酔
拳

の
部
優
勝
＝
冨
安
定
喜
【
乱
取
の

部
】
▽
少
年
少
女
の
部
団
体
優
勝

＝
田
中
汰
知
（
垂
見
小
２
）、
稲
又

希
虹
、冨
安
健
太
郎
（
二
ッ
河
小
６
）

▽
小
学
２
年
生
の
部
第
３
位
＝
田

中
汰
知
▽
中
学
２
年
生
の
部
準
優

勝
＝
冨
安
辰
幸
▽
シ
ニ
ア
の
部
優

勝
＝
冨
安
定
喜

河川浄化啓
発ポスター
1席作品

竹田幹太（豊原小１年）

稗田真里（六合小2年） 古賀海人（両開小3年）

柴田陽平（二ッ河小4年）

古賀涼太（二ッ河小5年） 島嵜奏（矢留小6年）

竹田美咲（矢ヶ部小3年）

廣瀬羅一（矢ヶ部小2年）

木下萌奈（二ッ河小5年）

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

金
賞
作
品

　市内の小学 6年生による小学校陸上
記録会が 10 月 16 日、市民三橋グラウ
ンドと市民大和グラウンドで行われまし
た。1位の結果は次のとおりです（敬称略、
かっこ内は学校名）。

【北東ブロック（市民三橋グラウンド）】

▽ 100 ｍ総合女子学校賞＝中山▽同男子
学校賞＝城内 ▽ 100 ｍ女子＝武末里桜
（東宮永） ▽同男子＝磯村俊喜（城内） ▽
60 ｍハードル女子＝立花優（同）、與田
聖那（藤吉） ▽同男子＝磯村俊喜（城内）

▽ 800 ｍ女子＝山田栞（二ッ河）▽同男
子＝立花匠（柳河） ▽ 200 ｍ女子＝武末
里桜（東宮永） ▽同男子＝上田享吾（藤吉）

▽ソフトボール投げ女子＝小柳月（柳河）

▽同男子＝山田将太（東宮永） ▽走り幅
跳び女子＝古賀端季（城内） ▽同男子＝
廣渡克巳（蒲池） ▽走り高跳び女子＝西
田亜優菜（藤吉） ▽同男子＝野田聖人（二ッ
河） ▽ 400ｍリレー女子＝藤吉▽同男子
＝城内

【南西ブロック（市民大和グラウンド）】

▽ 100ｍ総合女子学校賞＝中島 ▽同男子
学校賞＝有明 ▽ 100ｍ女子＝澤井花菜（皿
垣） ▽同男子＝田上雄大（中島） ▽ 60ｍ
ハードル女子＝松本理音（昭代第二） ▽同
男子＝小宮皐希（有明） ▽ 800ｍ女子＝
江口ひかる（矢留） ▽同男子＝小川龍星（皿
垣） ▽ 200ｍ女子＝澤井花菜（同） ▽同
男子＝田上雄大（中島）▽ソフトボール投
げ女子＝黒田莉紗（矢留）▽同男子＝野口
翔生（同） ▽走り幅跳び女子＝平田瑞季（昭
代第二） ▽同男子＝梅㟢尚伸（同） ▽走り
高跳び女子＝高椋かりん（矢留） ▽同男子
＝矢ヶ部遙希（同） ▽ 400ｍリレー女子
＝中島、昭代第一 ▽同男子＝中島

練習の成果を発揮した
市小学校陸上記録会

声援を受けながら力走する選手たち

気合の入った試合が繰り広げられた

小学生に稽古をつける琴将菊関

健闘した健心会三橋道場の皆さん

広報やながわ 2013.11.1513



少
林
寺
拳
法
の
技
と
精

神
を
披
露
「
だ
る
ま
祭
」

　

少
林
寺
拳
法
の
第
14
回
だ
る
ま

祭
が
10
月
13
日
、
柳
南
中
学
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
外
の
道
場

が
参
加
し
、
組
演
武
や
団
体
演
武

な
ど
を
競
い
ま
し
た
。
各
部
門
の

市
内
の
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
白
～
黄
色
帯
の
部
】
▽
敢
闘
賞
＝

甲
斐
田
莉
玖
真
、
松
尾
聖
明
來
▽

努
力
賞
＝
河
口
蒼
大
、
川
口
礼
【
６

級
～
４
級
の
部
（
緑
帯
）】
▽
最
優

秀
賞
＝
古
賀
結
香
、
古
賀
玲
花
▽

努
力
賞
＝
瀬
戸
清
礼
、
下
條
煌
太

【
組
演
武
３
級
～
有
段
の
部
】
▽

敢
闘
賞
＝
古
賀
涼
香
、
亀
崎
崚
汰

【
一
般
組
演
武
の
部
】
▽
優
秀
賞

＝
井
上
巧
、
江
口
嵐
憧
【
団
体
の

部
】
▽
努
力
賞
＝
柳
川
【
作
文
の

部
】
▽
最
優
秀
賞
＝
相
浦
翔
太
【
絵

画
少
年
の
部
】
▽
最
優
秀
賞
＝
亀

崎
崚
汰
▽
優
秀
賞­

＝
平
田
航
大
朗
、

優
良
賞
＝
平
田
拳
士
朗
【
運
用
法

高
学
年
の
部
】
▽
優
秀
賞
＝
平
田

航
太
朗
、
平
田
拳
士
朗
、
亀
崎
崚

汰
【
運
用
法
中
高
生
の
部
】
▽
優

秀
賞
＝
江
口
嵐
憧
、
井
上
巧

北
原
白
秋
顕
彰
短
歌
大
会

　

市
出
身
の
詩
聖
、
北
原
白
秋
の

功
績
を
し
の
ぶ
第
43
回
北
原
白
秋

顕
彰
短
歌
大
会
が
11
月
２
日
、
あ

め
ん
ぼ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
東
京
や
北
海
道
な
ど
全
国

３
４
１
首
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
同
大
会
は
、
選
者
の
伊
藤

一
彦
さ
ん
を
迎
え
て
、
講
話
や
講

評
を
実
施
。
市
内
か
ら
は
、
藤
吉

八
千
代
さ
ん
（
垂
見
）
の
詠
ん
だ
『
四

年
目
の
「
術
後
検
診
」
の
知
ら
せ

来
て
残
り
ゐ
る
乳
そ
っ
と
触
は
り

ぬ
』
が
選
者
の
部
と
互
選
の
部
で

地
賞
に
入
り
ま
し
た
。

第
28
回
白
秋
祭
協
賛

少
年
少
女
俳
句
大
会

　　

第
28
回
白
秋
祭
協
賛
少
年
少
女

俳
句
大
会
の
表
彰
式
が
11
月
３
日
、

市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
外
か
ら
１
万
７
４
５

１
句
が
寄
せ
ら
れ
、
最
高
賞
の
福

岡
県
知
事
賞
に
は
、『
最
上
川
波
が

来
る
ほ
ど
雪
も
く
る
』
と
詠
ん
だ

山
形
県
大
石
田
小
学
校
４
年
の
榎

本
蒼
太
く
ん
が
輝
き
ま
し
た
。
こ

の
他
の
市
内
の
主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
、
か
っ

こ
内
は
学
校
名
と
学
年
）。

【
学
校
賞
】
▽
福
岡
県
教
育
委
員
会

賞
＝
柳
城
中
学
校
【
中
学
生
の
部

特
選
】
▽
柳
川
市
長
賞
＝
末
次
雄

哉
（
柳
城
１
）
▽
西
日
本
新
聞
社

賞
＝
緒
方
あ
い
（
三
橋
２
）
▽
公

益
財
団
法
人
北
原
白
秋
生
家
記
念

財
団
賞
＝
三
小
田
剛
輔
（
大
和
１
）

【
同
入
選
】
森
文
佳
（
柳
城
３
）、

江
口
菜
々
実
（
同
１
）、
松
中
優

樹
（
三
橋
３
）【
小
学
生
の
部
特
選
】

▽
柳
川
市
長
賞
＝
野
田
琉
矢
（
二
ッ

河
６
）
▽
公
益
財
団
法
人
北
原
白

秋
生
家
記
念
財
団
賞
＝
井
上
美
奈

（
城
内
６
）【
同
入
選
】
山
本
晶
菜
（
矢

留
４
）、過
能
光
希
（
昭
代
第
一
６
）、

矢
ヶ
部
孝
太
（
矢
ヶ
部
１
）、
木
下

裕
生
（
中
山
５
）、津
留
さ
く
ら
（
垂

見
５
）

江
口
さ
ん
全
国
防
犯
協

会
連
合
会
会
長
表
彰

　

市
防
犯
協
会
城
内
支
部
の
江
口

陽
二
さ
ん
（
袋
町
）
が
10
月
23
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
全
国
防
犯
協
会

連
合
会
会
長
か
ら
防
犯
栄
誉
銅
章

が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
金
子
市
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

江
口
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
地

域
安
全
運
動
に
尽
力
し
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

と
し
て
受
賞
。「
今
後
も
警
察
や

行
政
を
は
じ
め
各
分
野
と
連
絡
を

と
っ
て
、
犯
罪
防
止
を
進
め
た
い
」

と
江
口
さ
ん
。
報
告
を
受
け
た
金

子
市
長
は
「
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た

ち
と
一
緒
に
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

石井 伶
れ い な

奈 ちゃん 吉富町
11月 8日生　父：良典

もちふみ
デビュー

（11 月生まれ）
甲木 翔

し ょ う ま

稀 くん 東蒲池
11月 16日生  父：俊二

松藤 知
し え り

映里 ちゃん 栄
11月 16日生  父：正敏

大久保 咲
さ き

希 ちゃん 皿垣開
11月 16日生  父：雅明

中島 琉
る あ

愛 ちゃん 間
11月 18日生  父：竜二

江口 澪
れ い ら

桜 ちゃん 今古賀
11月 21日生  父：恵悟

中村 真
ま き

希 ちゃん 磯鳥
11月 21日生  父：友聰

川口 大
た い よ う

遥 くん 木元
11月 25日生  父：一成

永岡 優
ゆ う ま

真 くん 下百町
11月 24日生  父：譲二

原田 悠
ゆ う せ い

聖 くん 江曲
11月 26日生　父：光

待鳥 未
み く

來 ちゃん 間
11月 27日生  父：竜二

酒見 咲
さ ゆ

結 ちゃん 蒲船津
11月 28日生  父：直

武末 稟
り お

央 ちゃん 久々原
11月 30日生  父：惇寛

矢賀部 友
と も き

喜 くん 西浜武
11月 30日生  父：浩一15

椛島 遥
は る

晴 くん 南浜武
11月 13日生  父：一正

14広報やながわ 2013.11.15

西尾 莉
り な

那 ちゃん 矢留本町
11月 13日生  父：優介

原田 慶
け い じ

次 くん 塩塚
11月 13日生  父：良太

伶奈、パパとママの子
どもに生まれてきてく
れてありがとう。2人
のお姉ちゃん、そして
お兄ちゃんと仲良く元
気に大きくな～れ♥

慶次くん、お誕生
日おめでとう !!
これからもけいち
ゃんのニコニコ笑
顔で、みんなを笑
顔にしてね！ りな、お誕生日お

めでとう★お姉ち
ゃんと仲良く、す
くすく育ってね！

翔ちゃん、1歳のお
誕生日おめでとう
♥お姉ちゃんと仲
良く、強い子に育っ
てね。お姉ちゃんに
負けるなよ～ !!

お姉ちゃんと仲
良く元気な優し
い子に育ってね

お誕生日おめでと
う。これからもお姉
ちゃんとお兄ちゃ
んと仲良く元気に
大きくなってね !!

さきちゃん、お誕
生日おめでとう♪
いつも笑顔をあり
がとう。これから
もお姉ちゃんと仲
良くね！

はるくん、誕生日
おめでとう♪い
っぱい食べて、い
っぱい遊んで、元
気にすくすく大
きくなってね★

お誕生日おめでと
う !! これからも
元気いっぱいすく
すく育ってね

お誕生日おめで
とう♥これから
も元気いっぱい
に育ってね

まきちゃんのおか
げで、我が家は毎
日笑顔いっぱい！
ありがとう !! 元
気に育ってね～

お誕生日おめで
とう♥これから
もニコニコ笑顔
で元気にすくす
く育ってね !!

これからもかわ
いい笑顔をいっ
ぱい見せてね

お誕生日おめでと
う。日に日に成長
していく姿が楽し
みです。素直で優
しい子に育ってネ

　檀一雄文学顕彰会は 10 月 22 日、檀一
雄生誕百周年を記念して作成した記念誌
「檀一雄の柳川」を、市立図書館や小中学校、
公民館などに 80冊寄贈しました。
　直木賞作家の檀一雄は山梨県生まれです
が、本籍が沖端であったことから、小さい
ころから柳川を何度も訪れており、「私の故
郷は柳川です」と語っています。記念誌に
は、檀一雄の作品と柳川がまつわる写真の
他、有明海の幸を使った檀流クッキングも
掲載。また今回の編集で、柳川が登場する
作品は80を超えることが確認されました。
　同会の立花民雄会長は「記念誌の作成に
あたり、たくさんの方々からご協力をいた
だきました。この本は、檀さんが柳川をこ
よなく愛していた証となる本です」と話す
と、金子市長は「小中学校や図書館に置く
ことで、子どもたちが檀一雄を知るきっか
けになります。写真も柳川の市史に残るよ
うな貴重なもの。ありがとうございます」
とお礼を述べました。
　同会は、「檀一雄の柳川」を 1200 円（郵
送の場合は 1500 円）で販売しています。
詳しくは同会事務局の古賀さん（☎ 090・
4986・9592）へ。

記念誌を寄贈する立花会長（右から2人目）

表彰を受けた江口さん（左）

檀一雄生誕百周年記念誌「檀一雄の柳川」

図書館や小中学校などに寄贈
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